































































































































































































































（ 、 、 、 ）に分け
図２ シヌクレインの発
間後に大腸菌を回収した。大
いて精製した。カラムの素通
て で分析した。
現と精製
腸菌を溶菌し、可溶性画分を
り画分、洗浄画分（ 、
調整した。
）、溶出画
の
て
ク
ようにして精製した シヌ
酵素原としては、脳特異的な
いる を用いた。
質への糖鎖付加反応に関与す
クレインを酵素反応に用いた
アイソザイムである
さらに最も多くの組織で発
ると考えられている
。
、 および脳で比較的
現しており、典型的なムチン
も用いた。これらのアイ
強く発現し
型糖タンパ
ソザイムを
表１ シヌ
約 の
て で 時間
アイソザイム
クレ
反応
インへの
［ ］
させた。
活
糖付加反応
を用い
性（ ）
コードする
細胞で発現
神経特異的ムチン型糖鎖
をほ乳類の発現ベクターで
させた。 転移酵素は
付加機構と神経変性疾患との関
ある に組込み、組
分子の 末端に付加したタ
連
換え 転移酵素を
グ（プロテイン の
結合ドメイン）を
以上のように精
１に示したよう
も弱
イムであるため、
と に関して
利用して、 を
製した シヌクレインと４
に、 が最も高
いながらも活性を持っていた
この２つは類似した基質特
は活性を検出することが出来
用いて精製した。
種類のアイソザイムを用いて
い シヌクレインへ糖を
。 と は非常
異性を持つことが予想される
なかった。
酵素活性を測定した。表
転移する活性を示した。
に相同性の高いアイソザ
。脳特異的な
と
インへのムチン型
値する。しかしな
付加されたにすぎ
条件を整え、
３．
については シヌクレ
糖鎖の付加反応がタンパク質
がら、最も活性の高い
ず、酵素反応の条件を再検討
と を含めて糖付
今後の予定
インへの糖転移活性を検出し
の凝集形成に関与する可能性
においても、 シヌ
する必要があると思われる。
加実験を繰り返す予定であ
た。これは、 シヌクレ
を示すものであり注目に
クレインの約２％が糖鎖
基質量、酵素量などの諸
る。
と
ならず、脳の発生
での遺伝子のノッ
に関しては、脳以外で
や働きに関わっている可能性
クダウンを含めて機能を解析
の発現が全く認められず、神
がある。これらのアイソザイ
していく。
経変性疾患との関連のみ
ムについてはモデル生物
